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荒川下流沿岸域で捕獲したスズキLateolabrax japonicusの胃内容物調査

１．はじめに
広塩性海産魚類の一種であるスズキLateolabrax 

japonicusは北海道以南の日本沿岸に広く分布する。
スズキの尾叉長と年齢との関係は、例えば東京湾で
は１歳で185 mm、２歳で275 mm、３歳で341 
mm、４歳で394 mm、５歳で457 mm、６歳で513 
mmであったことが報告されている1）。また、成熟
年齢は概ね雌が３歳の終わり、雄は２歳の終わりで
ある2）。外海よりも内湾を好み、海域だけでなく汽
水域や淡水域にも出現する3）。汽水域は豊富な餌料
生物を捕食できることから、スズキの成長にとって
採餌に重要な場所であることが報告されている 4－

6）。
沿岸漁業における重要魚種であるスズキは東京湾

を代表する魚種の一つであり、千葉県、神奈川県、
東京都を合計した東京湾の漁獲量は2005年以降全
国の３割以上を占めていたが、2017年には３割を
下回っている7）。また、東京湾の漁獲量は2006年の
3989トンをピークに減少に転じ、2017年には2000
トンをも割り込んでいる7）。さらに、スズキの漁獲
量は「冬らしさ」の指標であるアリューシャン低気
圧指数と同調していたことから、漁獲量は将来温暖
化とともに減少することも予想される8）。

スズキは規則的な移動・回遊を行うことが知られ
ている1）。東京湾流域の河川におけるスズキの出現
頻度は水温の高い７月～９月に高いことが報告され
ている3）。また、回遊行動には性による違いがある

ことも指摘されている9）。これまで採餌特性に関す
る研究は未成魚の０歳魚に関するものが多い6、10）。
全長100 mmまでのスズキはカイアシ類、アミ類な
ど動物プランクトンを多く捕食するが、成長に伴い
150 mmを超えると魚食性を強めることが知られて
いる11、12）。しかし、漁獲量を左右する成魚に関し
ては沿岸生態系における上位捕食者であるにもかか
わらず、河川での食性に関する知見は乏しいのが現
状である。スズキの摂餌生態を明らかにすること
は、スズキ資源量を保護する上でも重要な意味を持
つ。従って、本研究は河川で捕獲したスズキ成魚の
胃内容物を調査し、捕食生物を明らかにすることを
目的とした。

２．試料および方法
2016年５月から12月にかけて毎月２回、上げ潮

時（干潮から満潮）と下げ潮時（満潮から干潮）の
約12時間にわたり荒川河口から約11kmの地点にお
いて釣り（ルアー）によりスズキの捕獲調査を行っ
た（図１）。釣獲した個体は、尾叉長（FL, mm）、
体重（BW, g）を測定後、直ちに胃と生殖腺を摘出
し10％ホルマリンで固定した。実験室で胃内容物重
量（SCW, g）を測定後、胃内容物を可能な限り同
定し、計数と秤量を行った。同定が不可能なものに
ついては不明とした。餌生物の構成を把握するため
に、胃内容物中に認められた餌生物について出現率

（％F）、個体数比（％N）、重量比（％W）、餌料重
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要度指数（index of relative importance：IRI）13）と
その百分率（％IRI）、空胃率（VI）および胃内容
物重量指数（SCI）を算出した。なお空胃個体の
データは％F、％N、％Wの算出から除外した。

％F＝�（ある生物を捕食していた個体数／（総個体
数－空胃個体数））×100

％N＝�（ある生物の胃中での個体数／胃中の生物
総個体数）×100

％W＝�（ある生物の胃中での重量／胃中の生物総
重量）×100

IRI＝�（％N＋％W）×％F
％IRI＝�（ある生物のIRI／胃中の生物の総IRI）×

100
VI＝（空胃個体数／全個体数）×100
SCI＝（SCW/BW）×100

尾叉長、体重から肥満度（CF＝BW/FL3×106）
を算出した。また、採捕時に水温測定を行った。

２群の有意差検定はMann-WhitneyのU-testを、
３群以上の場合はKruskal-Wallis testを用いた。

３．結果
５月から11月にかけて49個体のスズキを採捕す

ることができたが、12月には１個体も採捕するこ
とができなかった。採捕時の水温は13～27℃（平
均値±標準偏差：22±５℃）であった（図２）。採

捕した49個体のうち雌が41個体、雄が８個体で、
雌が全体の84％を占めた。採捕された雌雄の性比
をみると、雄は５月が60％と最も高く、徐々に減
少し９月には０％になった。一方、雌は５月の
40％から徐々に増加し、９月以降は100％になった

（図３）。本調査結果は、性比が大きく雌に偏る結果
となった。景平・望岡14）においても大分平野での
調査結果から淡水域では著しく雌に偏っていたとい
う同様の結果が報告されている。雌のFLは199～
661 mm（平均値±標準偏差：513±85 mm）、雄は
417～561 mm（506±53 mm）の範囲で、全体では
512±80 mmあった（表１）。全個体数のFLを月別
にみると、調査期間を通して500 mm前後で大きな
変化はなく、有意な相違も認められなかった（図
４、Kruskal-Wallis test、p＞0.5）。BWは雌が61～
2243 g（1100±467 g）、雄が548～1264 g（1094±
307 g）で、全体では1099±443 gであった（表１）。
全個体数のCFは5.59～10.03（7.70±0.90）であった

（表１）。雌のCFは7.63±0.88、雄が8.25±0.90で、
いずれの月も雄が雌よりも高い傾向を示したが、有

図1　�2016年５月から11月にかけてスズキを捕獲した
荒川での調査点

図2　�2016年５月から11月にかけてスズキ捕獲時にお
ける荒川の水温の月別変化

図3　�2016年５月から11月にかけて荒川で捕獲したス
ズキ性比の月別変化
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意な相違は認められなかった（U-test、p＞0.1）。ま
た、CFは雌雄ともに調査期間において季節変動は
認められなかった。FLとBWとの関係を図５に示
す。雌雄とも類似した関係を示した。

採捕された49個体のうち21個体から胃内容物が
確認された。VIは雄が25.0％、雌が61.0％と雌は雄
の2.4倍ほど高く、全体では55.1％であった（表１）。
月別にみると、雌のVIは７月以外のすべての月で
50％以上を示した（図６）。SCIは雄が0.3～1.1％

（0.6±0.3％）、 雌 が0.1～8.3％（1.5±2.0％） で、 全
個体では1.3±1.8％であった（表１）。また雌雄別に
よる有意な差は認められなかった（U-test、p＞0.1）。
月別の平均SCIは８月が最も高い3.8％、続いて10
月が1.8％を示したが、他の月は１％未満であった。
調査期間を通した％F、％N、％Wおよび％IRIを
表２に示す。調査期間を通した餌料重要度指数は小
型の甲殻類であるアミ類が最も高い値で、続いてニ
シン科の小型魚であるサッパSardinella zunasi、小
型の汽水魚であるマハゼAcanthogobius flavimanus
の順であった。その他プランクトン食性の小型魚で
あるカタクチイワシEngraulis japonicus、淡水域や
汽水域に生息するテナガエビMacrobrachium nip-
ponense、沿岸域や汽水域の転石やコンクリート人
工物に生息するイソガニ類も観察された（表２）。

また、スズキのサイズ階級別に％IRIを算出した結
果、階級１（＜400 mm）、２（400≦FL＜500 mm）、
３（500≦FL＜600 mm）のいずれにおいてもアミ
類が50％以上と高い値を示した（表３）。一方、階
級４（≧600 mm）ではサッパが70％近い値を示し
たが、アミ類も31％と比較的高い値を示した。％
IRIの月別変化を図７に示す。アミ類の％IRIは春
季から夏季にかけて高い値を示し、５月、６月には
95％以上を、７月、８月にも35％以上を示した。
一方、サッパは10月、11月の秋季には50％以上の
高い値を示した。またマハゼは８月に、カタクチイ
ワシは９月に60％以上の値であった。餌料生物を
魚類、アミ類＋エビ類、カニ類に大別し、％IRIの
月別変化を図８に示す。アミ類＋エビ類は５月から

図4　�2016年５月から11月にかけて荒川で捕獲したス
ズキの尾叉長（mm）の月別平均値（エラーバー
は標準偏差を示す）

表1　�2016年５月から11月にかけて荒川で捕獲したスズキの尾叉長
（mm）、体重（g）、肥満度、胃内容物重量指数（％）、空胃率（％）

雌（n＝41） 雄（n＝8） 全個体数（n＝49）
尾叉長（mm） 513±85 506±53 512±80
体重（g） 1100±467 1094±307 1099±443
肥満度 7.63±0.88 8.25±0.90 7.70±0.90
胃内容物重量指数（％） 1.5±2.0 0.6±0.3 1.3±1.8
空胃率（％） 61.0 25.0 55.1

図5　�2016年５月から11月にかけて荒川で捕獲したス
ズキの尾叉長（mm）と体重（g）との関係

図6　�2016年５月から11月にかけて荒川で捕獲したス
ズキの空胃率の月別変化



橋本慎治　中臺翔

78

表2　�2016年５月から11月にかけて荒川で捕獲したスズキの胃内容物中に
認められた各種餌品目の出現率（％）、個体数比（％）、重量比（％）、
餌料重要度指数（％）

餌生物 出現率 個体数比 重量比 餌料重要度指数
魚類
Sardinella zunasi 33.33   1.79 65.24 36.03
Acanthogobius flavimanus 19.05   1.13 12.24   4.11
Engraulis japonicus   9.52   0.19   2.27   0.38
Mugil cephalus cephalus   4.76   0.28   0.82   0.08
甲殻類
Mysida spp. 33.33 95.66 11.90 57.82
Macrobrachium nipponense 14.29   0.38   3.76   0.95
Varuninae   9.52   0.47   3.32   0.58
その他
不明   4.76   0.09   0.45   0.04

図7　�2016年５月から11月にかけて荒川で捕獲したスズキの胃内容物中に認められた各種餌品
目の餌料重要度指数（％）の月別変化

表3　�2016年５月から11月にかけて荒川で捕獲したスズキの４つの
体サイズ（階級 １：＜400 mm、 階級 ２：400≦FL＜500 mm、 
階級 ３：500≦FL＜600 mm、 階級 ４：≧600 mm）が利用する
各種餌品目の餌料重要度指数（％）

餌生物 階級１ 階級２ 階級３ 階級４
魚類
Sardinella zunasi   0.00 40.21   9.03 68.96
Acanthogobius flavimanus 25.22   7.08   3.15   0.00
Engraulis japonicus   0.00   0.91   1.06   0.00
Mugil cephalus cephalus   0.00   0.00   0.86   0.00
甲殻類
Mysida spp. 73.22 51.28 76.27 31.04
Macrobrachium nipponense   1.56   0.00   6.63   0.00
Varuninae   0.00   0.53   2.56   0.00
その他
不明   0.00   0.00   0.44   0.00
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７月に高い値を示したが、７月から９月にかけて減
少した。一方、魚類は７月から10月にかけて増加
した。イソガニ類は11月のみ確認され、重要度は
低かった。

潮汐と採餌との関係を調べた結果、採捕できた潮
汐はすべて下げ潮時であった。

４．考察
調査期間に採捕したスズキの尾叉長は５月から

11月にわたり500 mm前後でほとんど相違が認めら
れなかった（図４）。加藤・池上1）の尾叉長と年齢
の関係から本調査で採捕されたスズキの年齢は、概
ね４歳以上であると推測される。荒川におけるスズ
キは５月から11月のすべての月で採捕することが
できた。したがって、少なくとも５月から11月に
かけて４歳以上の成魚の多くが荒川に進入している
ことが明らかになった1）。12月に１個体も釣獲する
ことができなかった理由は不明であるが、冬季には
海域で越冬し、河川内には分布していない可能性も
考えられる15）。東京湾に生息するスズキの成魚は湾
口部で11月から３月に産卵することが報告されて
いる1、16）ことから、12月は産卵のため荒川から東
京湾口部へ移動していた可能性もある。また、採捕
したスズキの性比が大きく雌に偏っていた。スズキ
の回遊行動には性による相違があることが指摘され
ている9、17）。しかしながら、調査期間を通して荒川
全体を調査した訳ではないため、今後は生殖腺重量
指数（GSI）を含めてさらなる調査が必要である。

スズキは先行研究からスズキ成魚の生息水温は７
～30℃であることが報告されている18）。本研究にお
いて採捕できた水温は13～27℃であり、報告され
た範囲内であった。尾崎・庄司19）は東京湾内湾に
おけるスズキのサイズ別釣獲量を推定した結果、

400～600 mmのスズキが＞600 mmや＜400 mmよ
りも高い値であり、釣獲量は漁場における資源動態
を表していることを示唆している。したがって、本
調査で採捕したスズキの尾叉長も400～600 mmの
ものが多かったことから、荒川に進入しているスズ
キ成魚は東京湾内湾と同様の資源動態を表している
のかもしれない。

本研究結果から、スズキ成魚は下げ潮時に採餌を
行っていることが示唆された。森20）のスズキに搭
載した記録計の結果からも、スズキが下げ潮時にし
ばしば採餌行動を起こすことが報告されている。し
かしながら、上げ潮時には別の場所で採餌している
可能性もあるため、今後は広域的に調査を行い、さ
らにデータの蓄積が必要である。

採捕されたスズキのVIは55％であった。成魚に
おける40％以上のVIを示す結果は仙台湾や松島湾
のスズキからも報告されている2、16）。本研究結果は
ルアーにより採捕されたスズキを調査したため高い
VIを示したことが考えられる。しかしながら、仙
台湾や松島湾では釣獲ではなく壺網や板引き漁法に
より採捕されたスズキの結果においても春季から秋
季にかけて40％以上のVIを示すことから、一般的
にスズキ成魚はVIが高いと考えられる。また、本
研究結果は雌のVIが雄よりも2.4倍ほど高い値を示
したが、雄の採捕数が少なかったことから、さらに
調査を行う必要がある。

小坂17）はスズキの未成魚および成魚の最大摂餌
量が自身の体重の６～７％程度であることを報告し
ている。本研究結果から尾叉長199 mmの最も小さ
な個体のSCIが8.3％と最も高い値であったが、１％
未満の個体は52％と大部分を占めていた。このよ
うな結果は、オオクチバスMicropterus salmoides
やチャネルキャットフィッシュIctalurus punctatus
などの他の魚種でも報告されており21、22）、若齢魚
が高年齢魚よりも成長が速く、より多くのエネル
ギーが必要であるためであることが示唆される22）。
採捕された成魚のスズキは高いVIとともに１％未
満のSCIも50％以上であることから、野生下のス
ズキは充分な餌料を獲得していないようである2）。

スズキの食性は一般的に成長とともにカイアシ
類、アミ類、エビ類などの甲殻類から魚類へと変化
し、１歳以上は魚類が主要な餌生物である2、12、23）。
また、月によっては魚類よりも甲殻類を捕食する割
合が高くなることも報告されている23）。本研究にお
いて調査期間を通して最も高かったIRIはアミ類
で、続いてサッパであった（表２）。したがって、

図8　�2016年５月から11月にかけて荒川で捕獲したス
ズキの胃内容物中に認められた餌料生物を魚類
（●）、アミ類＋エビ類（□）、カニ類（▲）に大
別した餌料重要度指数（％）の月別変化
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汽水域に進入したスズキ成魚は魚類だけでなくアミ
類も重要な餌料であることがわかった。本研究結果
はこれまでに報告されているスズキの食性とは少し
異なった結果であった。

５月から７月はアミ類やエビ類を、８月から11
月は魚類を優先的に捕食し、食性に季節的な変化が
見られた（図７、８）。５月から７月にかけてボラ
やマハゼの捕食が観察されたが、大部分はアミ類を
捕食していた。加納ら24）は荒川には11科23種の魚
類が存在し、ボラやマハゼなどは半年以上にわたっ
て出現していたことを報告している。したがって、
荒川に餌料としての魚類が存在しなかったことは考
えにくい。アミ類は由良川河口域において５月から
６月の晩春に高密度に出現することが報告されてい
る25）。また、河川感潮域では塩分水塊の外縁部にカ
イアシ類やアミ類などの餌料生物が高密度に分布す
る26－29）。したがって、アミ類は荒川下流域におい
ても同様に高い現存量であったことが考えられる。
それゆえに、スズキの低塩分域へ進入する理由は、
河口汽水域の餌料生物が沿岸浅海域に比べて豊富で
高成長に適しているためであると考えられる6、12、30）。
しかしながら、本研究による調査点が１か所であっ
たことから、別の場所で魚類などを捕食している可
能性も存在する。今後は広域的な調査を行い、スズ
キ成魚の食性を明らかにしていく必要がある。

秋季には晩春と異なり魚類（サッパ）を多く捕食
していた。サッパは汽水域においてほぼ１年を通し
て出現する4、12）。また、東京湾奥部の汽水域では夏
季から秋季にかけて出現していたことが報告されて
いる24）。したがって、階級別％IRIが階級１、２、
３のいずれにおいても50％以上をアミ類が占めて
いたことから（表３）、スズキの食性の変化は、成
長によるものではなく季節によるものであると考え
られる。

ここで、秋季に採捕したスズキ成魚はすべて雌で
あった。それゆえに、雌の多くがサッパを捕食して
いたことになる。宮田ら31）は、河川由来の餌に大
きく依存したスズキ成魚は良い栄養状態であったこ
とを報告している。東京湾におけるスズキの産卵時
期は11月から翌年の３月くらいである3、16）。また、
エネルギー価は甲殻類よりも魚類の方が高い20）。し
たがって、秋季に雌のみ捕獲できたのは、多くの雌
が産卵に備えて河川に進入し、％Wやエネルギー
価の高いサッパのような魚類を捕食するのかもしれ
ない（図８）。森20）はスズキによる餌生物を追いか
ける採餌行動が夏季よりも秋季から冬季に多く観察

され、スズキが繁殖に備えているためであることを
示唆している。また、単純に雌は雄よりも魚食性が
高く、ルアーで捕獲されやすい可能性も考えられ
る。今後は、餌の種類を変えて捕獲することで、食
性に関する雌雄差を明らかにしていきたい。
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